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「シルバー人材センター安全就業スローガン」募集について 

 

 歳末の候、会員皆様におかれましては、日頃センター事業に格別なご理解を頂き感謝い

たします。 

 標記の件につきまして、公益社団法人全国シルバー人材センター事業協会（以下「全シ

協」という）から、会員の就業中及び就業途上の事故の撲滅を目指し、安全就業に係る意

識の啓発に活用するスローガン「シルバー人材センター安全就業スローガン」（令和８年度

～１０年度）の募集があります。 

 つきましては、当センターでも下記により「安全就業スローガン」を募集し、優秀作品

２点を三条市推薦作品として応募したいと考えております。 

 

記 

１．作品内容  

 シルバー人材センター会員の安全就業に係る意識の高揚を図り、就業中及び就業途上の

事故防止の促進を図る内容のものとする。 

 

２．応募要件  

 安全就業スローガンに応募する者は、次に掲げる全ての要件について了解すること。 

①応募できる作品は、自作のもので全シ協未発表作品のものであること。（裏面参照） 

②採用された作品は、一部修正して使用する場合があること。 

③採用された作品に係る著作権その他の全ての権利が、全シ協に帰属すること。 

 

３．応募方法  

 別紙「安全就業スローガン応募用紙」に作品・会員番号・氏名・住所・電話番号を記入

のうえ、当センター事務局へ提出すること。（1 名 2 作品までとする） 

 

４．応募締切日  

 令和８年１月３０日（金） センター事務局提出 

 

５．作品の取扱い 

提出いただいた作品の中から厳正な審査の後、優秀作品２作品を新潟県シルバー人材セ

ンター連合会へ推薦いたします。その後、県内のセンターの全作品から連合会の審査を経

て全シ協に推薦する２作品が決定されます。決定作品については 5 月中旬以降に改めて皆

様にお知らせいたします。 



＊過去の全シ協表彰作品 

 

平成 ８年度 「みんなで目指そう 災害ゼロのシルバー事業」 

平成 ９年度 「広げよう 安全意識の徹底を」 

平成１０年度 「目指そう 無災害 一人ひとりの安全意識」 

平成１１年度 「シルバーの未来を拓く 安全就業」 

       「安全は 目配り 気配り 心がけ」 

       「シルバーは いつでも どこでも 安全就業」 

       「安全で さらにひろがる シルバーの輪」 

       「今日も無事 帰る笑顔に 待つ笑顔」 

平成１４年度 「安全は シルバーみんなの合言葉」 

       「安全で 築く信頼 のびゆくシルバー」 

       「安全の上に 成り立つ いきいきシルバー」 

       「シルバーの 発展支える 安全就業」 

平成１７年度 「安全で 活かせシルバーの知恵と技」 

       「安全を守ってシルバー 笑顔で帰宅」 

       「安全は シルバーワークの第一歩」 

平成２０年度 「気のゆるみ 慣れと油断が 事故のもと」 

       「安全は 目から耳から 心から」 

       「安全は一人一人が責任者」 

       「さあ仕事 心にしっかり 安全ベルト」 

平成２３年度 「安全は 一声かける ゆとりから」 

       「お互いに 声かけ合って 安全就業」 

       「慣れた道 慣れた仕事に ひそむ事故」 

平成２６年度 「見逃すな ヒヤリで済んだ あの経験」 

       「気を抜くな 慣れと過信は 事故のもと」 

       「点検は あなたを守る 命綱」 

平成２９年度 「事故防止 急ぐな、あせるな、気を抜くな」 

       「危険だと 気付く気持ちが 事故防ぐ」 

       「危ないぞ 言える勇気と 聞く心」 

令和 ２年度 「いつまでも 働く喜び 無事故から」 

       「去年より落ちる体力 増す危険 慣れた仕事も 慎重に」 

       「思い込み 慣れと過信に ひそむ事故」 

令和 ５年度 「安全は 無理せず 焦らず 油断せず」 

       「声掛けて 目指すゴールは ゼロ災害」 

       「お互いを 守る声掛け 大事な仲間」 



シルバー人材センター安全就業スローガン応募用紙 
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